
●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届く所には置かないでください。

この資料は2026年10月現在の登録に基づいて作成しています。

（株）理研グリーン・パートナーショップ

●本剤は酸性溶液なので、金属の器具、容器
を使用した場合は、使用後よく水洗してく
ださい。
●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時
期、使用方法を誤らないように注意し、特
に初めて使用する場合は、病害虫防除所
等関係機関の指導を受けるようにしてくだ
さい。

効果・薬害等の注意
①毒性情報
アレルギー性反応をおこすおそれがあります。
②安全使用上の注意
1）ミストを吸入しないでください。
2）かぶれやすい体質の人は作業に従事しないよう
にし、施用した作物等との接触をさけてください。

3）汚染された衣服は脱いでください。
4）作業後は、身体を洗い流し、うがいをするととも
に衣服を交換してください。

5）作業時に着用していた衣服等は他のものとは分
けて洗濯してください。

6）公園等で使用する場合は、使用中及び使用後
（少なくとも使用当日）に小児や使用に関係のな
い者が使用区域に立ち入らないよう縄囲いや立
て札を立てるなど配慮し、人畜等に被害を及ぼ
さないよう注意を払ってください。

③応急処置
皮ふに付着した場合、よく洗い落として下さい。皮
ふ刺激または発疹が生じた場合、医師の手当を受
けてください。
保管：密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児

の手の届かない冷涼な所に保管してください。

農薬使用者に係る注意事項

プレビクールＮ液剤は、ベントグラスの赤焼病、ピシウム病に優れた効果を示すとともに、耐性菌出現の心配が少ないため、
基幹防除剤として使用できます。
発病前から予防的にプレビクール®Ｎ液剤を使用し、他のピシウム病に有効な薬剤との体系防除がおすすめです。

【ピシウム病害の発生消長と体系防除】
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プレビクール®N液剤 他治療薬剤

■包装：１ℓ×１０本

西洋芝
（ベントグラス）

作物名 適用病害名

農薬使用者への被害防止方法
使用者（調製時） ： 不浸透性手袋
使用者（散布時） ： 農薬用マスク、不浸透性手袋、不浸透性防除衣

使用時期 使用方法希釈倍数（倍） 使用液量
本剤の
使用回数

プロパモカルブ塩酸塩を
含む農薬の総使用回数

赤焼病

ピシウム病

400～600

500

1ℓ/m2

0.5ℓ/m2
発病初期 8回以内 8回以内 散布

販　売

上手な使い方

適用病害と使用方法

No.12376-2610CC

農林水産省登録
第17198号

芝用殺菌剤

包装規格：1ℓ×10

プロパモカルブ塩酸塩液剤
○はバイエルグループの登録商標Ｒ

製造元



【赤焼病に対する効果】

プレビクールN
液剤　600倍

ピシウム性病害に卓効
卵菌類・藻菌類による病害に特異的に効果を示し、
ベントグラスの赤焼病及びピシウム病に高い防除
効果を発揮します。

1. 浸透性が強い
浸透性が強く、茎葉部へ移行して効果を発揮します。

3. 

耐性菌の心配が少ない
これまで耐性菌の出現は認められておらず、薬剤耐性
の心配はほとんどありません。
FRACコード：28

4. 

薬害が少ない
作物に対する薬害の心配が少ない薬剤です。

5. 

予防効果と進展阻止効果が高い
病原菌の感染・侵入阻止（予防効果）が特に優れて
おり、また病原菌の進展阻止、胞子形成阻害などの
効果も併せ持っています。

2. 

商品名 ： プレビクール®N液剤
一般名 ： プロパモカルブ塩酸塩
化学式 ： プロピル＝3-（ジメチルアミノ）
  プロピルカルバマート塩酸塩

構造式 ：

含有量 ： プロパモカルブ塩酸塩・・・・・64.0％

性　状 ： 淡黄色澄明水溶性液体

１９8８年　千葉大学園芸学部  
発生状況 ： 多発生（接種）
品　　種 ： ハイランドベントグラス
散　　布 ： 7/6、13、20、27、8/3、10　合計6回
処 理 量 ： １ℓ/m2

調　　査 ： 8/24 
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【ピシウム病に対する効果】

接種前処理
プレビクールN液剤 500倍

２０００年　近畿大学農学部  
発生状況 ： 甚発生（接種）
品　　種 ： ペンクロス
散　　布 ： 6/11（接種１日前）、6/14（接種2日後）
調　　査 ： 6/22
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プレビクールN液剤
500倍

２０００年　関西グリーン研究所  
発生状況 ： 少～中発生（接種）
品　　種 ： ペンクロス
散　　布 ： 9/11（散布５日後に接種）
調　　査 ： 9/19
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特 長 試験成績

成分・性状
■人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
急性毒性     
経口 ラット（ＬＤ５０） ： ２,0００ ー 5,０００mg/kg
経皮 ラット（ＬＤ５０） ： ＞2,０００mg/kg

■水産動物植物に対する影響
コイ （ＬＣ５０） ： 235mg/ℓ（９６ｈｒ）
ミジンコ （ＬＣ５０） ： 295mg/ℓ（４８ｈｒ）
藻類 （ＥｒＣ５０） ： 350mg/ℓ（96ｈｒ） 
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殺菌剤分類 28




